
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤデータをＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤデータをＴｅｘＴｏｏｌｓで解析を行うと，ＬａｂｏＴｅｘと似た結果を表示 
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概要 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓでもＥＢＳＤデータ解析は可能であるが、ＬａｂｏＴｅｘやＭＴＥＸで確認した 

   データ点数の少ないシュミレーションデータ‘Ｇｏｓｓ単結晶）は、計算結果の確認はできない。 

   読み込むフォーマットは、ＯＩＭデータで、ＥＢＳＤ付属ａｎｇデータはほぼ解析可能であるが、 

   複数相をＥＢＳＤｔｏＬａｂｏＴｅｘで指定する。 

   本資料ではＭＴＥＸ付属ｆｅｒｍｉｔｅ．ａｎｇデータをＴｅｘＴｏｏｌｓ，Ｌａｂｏｔｅｘ， 

ＭＴＥＸで解析比較を行う。 

   ＴｅｘＴｏｏｌｓ変換のため、ＩＱ値、ＣＩ値も追加した。 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓ変換     ＬａｂｏＴｅｘ変換 

 

 

 追加したＩＱ値（データ行のＩＱ位置を指定、０を入力するとＩＱ＝１とする） 

  

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ解析 

  

ＬａｂｏＴｅｘ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸ解析 

  

  

 

 

 



各ＥＸｐｏｒｔＯＤＦ比較（Ｔｒｉｌｃｉｎｃｉ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ） 

ＭＴＥＸは、各データに対し、半価幅指定で解析されるので、ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＬａｂｏＴｅｘは 

平滑化を行って比較する。 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ（SM15(12)）    LaboTex(SM15(8)) 

  

 

MTEX(平滑化なし) 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ ＩＱ＝オリジナルとＩＱ＝１の比較 

ＩＱ＝オリジナル 

 

ＩＱ＝１ 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ ＩＱ＝オリジナルとＩＱ＝１の比較 

ＩＱ＝オリジナル 

 

ＩＱ＝１ 

 

 


